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は じ め に

喜びや笑いは心身をリラックスさせるとともに免
疫機能を向上させ、癌の発生の減少や転移の遅延を
もたらすこと、一方、怒り、不安、悲しみなどのネ
ガティブな感情は逆の結果をもたらすことが知られ
ている3）23）。感情は表情とも密接な関係にある。怒
りを発すると怒りの表情になり、幸せな気分になる
と穏やかな表情になる。一般には、感情が起こって
から身体の生理的反応（表情、姿勢、自律系反応）
が起こると考えるのが自然だが、感情より先に生理
的反応が起こる、例えば「悲しいから泣くのではな
く泣くから悲しい」というように逆の心的過程を考
える説がある16）。後者の説から派生して、顔の表情
に限定した研究が現在も盛んに行われており、表情
フィードバック仮説8）として知られている。

2006年、FinziとWassermanは、進行中の大うつ
病 10例の患者の皺眉筋（眉を内側および下方に引
く筋肉）に A型ボツリヌストキシンを注射し、う
つ症状を劇的に改善させた12）。ボツリヌストキシン
の効果は数ヶ月持続し、注射して 2ヶ月後に検査し
ても、9例がうつ病から回復しており、10例目も気
分の改善を持続させていた。ボツリヌストキシンは
運動神経と自律神経節前線維の軸索終末に働き、ア

セチルコリンの放出を阻害する。現在、斜視、眼瞼
痙攣、片側表情痙攣、痙性斜頚、ジストニア、泌尿
器疾患など多岐にわたる治療に利用されている毒素
である。うつ病患者の多くは眉間にしわを寄せ、口
角が下がり、悲しげなあるいは不安げな表情をして
いる。上記の例では、ボツリヌストキシンの注射に
よって皺眉筋が弛緩し、眉間の縦じわが消えて表情
が穏やかになり、その結果気分が改善したものと考
えられている。この研究を行う上でヒントになった
のが表情フィードバック仮説である。

表情フィードバック仮説

最初に表情と情動の関係に言及したのは Darwin
（1872）である。表情は情動を強め、表情を抑圧す
ると情動は弱まると述べている7）。多くの事例を挙
げており、例えばうつ病患者、特に心気症患者では、
眉間に縦じわを作る筋肉（主に皺眉筋）が持続的に
収縮しており、症状が回復すると縦じわが消えて自
然な表情に戻ることを記載している。この記述が皺
眉筋へのボツリヌストキシン注射の研究のヒントと
なっている。これに続く James（1884）は、「ある
事実を知覚した直後に身体に生理的変化が生じ、そ
の変化を感じることが感情である」と述べている15）。
例えば熊とバッタリ出会ったときにとっさに表情が
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こわばり、体が硬直し、心臓が高鳴るなどの生理的
変化が先に起こり、その結果として恐怖感が生じる
というものである。いわゆるフィードバック仮説の
原型となる学説を提唱した。しかしながら Darwin
は動物やヒトの観察と進化論の援用により、James
は主に自己観察を元に理論を作り上げており、実証
実験は行っていない。Jamesの説は最初多くの研究
者に支持されたが、Cannon（1927）の反駁4）にあい
衰退していった。なお Cannonはホメオスタシスの
概念を確立した生理学者である。Jamesの説に対し
て、感情が起こった結果、表情変化や生理的変化が
起こるという、情動の中枢起源説を提唱している。

Jamesの学説は一度衰退したが、1960年代に
Tomkinsが情動の発生に顔の表情が重要な役割を持
つことを強調し30）、これがきっかけとなって顔の表
情に限った研究、すなわち表情（あるいは顔面）
フィードバック仮説として復活した。表情フィード
バック仮説とは、「顔の表情は情動（感情や気分）
に影響を与える」ということである2）。
表情フィードバック仮説には以下の 3種類のバー
ジョンがある8）。
（i）　情動が変わるためには表情変化が必須であ
る（必要条件仮説）。生理的変化を含めれば Adams
学説そのものであるが、このような極端な考えは現
在否定されている。
（ii）　表情変化それ自体が情動を引き起こす（十
分条件仮説）。報告数は少ないが、この考えを支持
する次のような研究がある。被験者に両眉を引き寄
せて下げ、歯を食いしばるように指示した（怒りの
表情を意図している）。その後、感情評価テストを
用いて調べた結果、怒りの感情が最も強く誘発され
た。その他 3種類の表情（恐怖、嫌悪、悲しみの表
情）を作らせたが、それぞれの表情に特異的な感情
が最も強く誘発された9）。
（iii）　表情は情動を強めたり弱めたりする（修飾
仮説）。多くの研究があるが、例を挙げると、被験
者の額（皺眉筋の周辺）にゴルフティーを 2つ貼り
付け、2つのゴルフティーを出来るだけ近づけるよ
うに指示し（皺眉筋が収縮して悲しそうな表情を作
り出す）、悲しそうな表情をしている人の写真を見
せると、ゴルフティーを近づけた被験者はそうしな
かった被験者と比べて悲しい感じがすると報告し
た20）。逆に表情を抑制すると情動が抑制される研究
もある。例えば、生きた虫入りソーセージを食べて

いる男のビデオを見せた後、感情評価テストを行っ
た。表情を抑制した被験者は、抑制しなかった被験
者に比べて感情変化の程度が小さかった8）。このよ
うに人為的に作った表情、あるいは表情の抑制が主
観的な感情を修飾することは、多くの研究で支持さ
れている。しかしながら考察しておかなければなら
ない点が幾つかあり、以下に掲げる。

1）　実験の意図を気づかれる可能性
表情フィードバックの研究で指摘される問題点の
一つとして、実験の意図を被験者に気づかれるとい
う問題がある。笑顔を作ると楽しくなるというよう
な初期の実験では、被験者は指示された表情が嬉し
そうな顔なのか悲しい顔なのか気づいているため、
結果にバイアスがかかっているという批判があっ
た19）。バイアスを取り除くために、多くの研究は実
験の意図を被験者に気づかれないように工夫してい
る。例えば上に挙げた例では、脳の局在性を調べる
実験、あるいは記憶と注意の実験を行うと偽りの目
的を被験者に告げ、脳波を記録しながら顔の表情を
作らせたり、ビデオを見せたりしている。また、ゴ
ルフティーを近づけさせるという、一見情動の実験
に結びつかないタスクをやらせたりしている。しか
しながら実験後の聞き取り調査で、実験の意図に気
づいた被験者も少数おり、結果から彼らのデータを
除くということを余儀なくされている。また最近、
この分野にかなり影響力のある研究について追試実
験が行われ、再現できなかったことが報告されてい
る31）。表情フィードバック仮説は多くの研究者に支
持されているとはいえ、実験の意図を被験者に気づ
かれないように、あるいは別のファクターがデータ
に影響を与えないように細心の注意が必要な研究で
ある。

2）　求心性情報は筋か皮膚か ?
表情フィードバック仮説において、求心性情報を
脳に伝えるのは筋受容器なのか皮膚受容器なのかよ
くわかっていない。筋受容器11）30）、あるいは筋受容
器と皮膚受容器の両方14）だろうと推論している論
文がほとんどだが、明確な根拠は示されていない。
解剖学の観点から見てみると、表情筋は主に骨か
ら起こって皮膚に停止する、いわゆる皮筋である。
純粋な運動神経である顔面神経によって支配され
る。他の骨格筋と異なり、筋紡錘や腱受容器はな
い13）。一方、表情筋から求心性線維が出ているのが
見いだされており、三叉神経を通って脳幹に入る6）。
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この求心性線維が表情筋の変位や張力などの固有情
報を伝える可能性があるとする論文もあるが11）、骨
格筋では固有受容器以外に筋膜の痛みを伝える求心
性神経が含まれていることを考えると、筋肉の収縮
情報を伝達する求心性神経があるかどうかは神経活
動を記録してみなければ分からない。表情筋の求心
性活動を記録した論文は見当たらず、その真偽は不
明である。
一方皮膚受容器の関与の可能性も指摘されてい
る。表情筋が活動するときは皮膚の変形を伴う。こ
のとき皮膚の機械受容器の興奮を引き起こす。皮膚
変位に関する主要なレセプターはルフィニ終末（遅
順応型）であることが示唆されている17）。皮膚受容
器の関与に関連して、顔の皮膚を受動的に変形して
感情変化の有無を調べた研究がある。森らは、バン
ドエイドを両頬に貼って、輪ゴムで上に持ち上げた
とき（人工的に「笑顔」を作る）、下に引き下げる
場合と比べて、被験者がより楽しいと回答すること
を示した24）。佐々木らは指を使って顔の皮膚を変形
する、例えば指で両目のまぶたを開くと、頭が冴え、
気分がすっきりすることを示した28）29）。これらの研
究では主に皮膚情報が脳にフィードバックしている
と考えられるが、皮膚の変形で筋肉も伸展されてい
ることを考慮する必要がある。ただし表情筋を能動
的に収縮させる実験と比べると、筋肉の伸縮の方向
は逆である。筋、皮膚のどちらにせよ、表情筋から
の求心性神経活動を記録して確かめるとともに、張
力あるいは伸展受容器に特異的なレセプターチャン
ネルが表情筋に存在するかを調べるなどの生化学的
研究による解明が待たれる。

3）　遠心性コピーの可能性
表情フィードバック仮説を検証する研究のほとん
どは、筋肉を収縮させて表情を作るという手法を
採っている。この方法では、筋肉を動かす運動指令
のコピー（遠心性コピー）が情動中枢にも送られ、
その結果感情が生じている可能性がある5）。実際、
両側性顔面麻痺の女性に情動を喚起する写真を見せ
ると、正常な情動経験をしているという研究があ
る18）。この結果は、表情フィードバックがなくても
感情が生じることを意味する。
逆に、遠心性コピーが起こらない状態で感情が起
こることを証明できるだろうか ?　顔の皮膚を受動
的に変形して感情変化の有無を調べた研究24）28）29）が
この疑問に答えている。これらの研究結果は、情動

中枢への遠心性コピーがなくても顔面から脳に
フィードバックする情報によって感情が生じること
を示す。すなわち長年論争されてきた、Darwinや
Jamesに始まる表情フィードバック仮説と Cannon
の中枢起源説の両方が成り立つことを意味する。

4）　中枢機序
顔面からの求心性情報がどのような中枢機序で感
情を誘発するか、研究は緒に就いたばかりである。
ボツリヌストキシンで皺皮筋収縮を抑制し、脳活動
の変化を調べた研究が報告されている。皺眉筋の収
縮を抑制すると、悲しげな表情、さらには怒りの表
情を作れなくなる一方、表情が穏やかになる。Hen-
nenlotterら14）は、被験者に怒った表情の写真を模倣
するように指示し、機能的MRIを用いて脳活動を
調べた。ボツリヌストキシン非注射群（怒りの表情
を模倣）は、ボツリヌストキシン注射群（怒りの表
情を作れない）よりも扁桃体の活動が高かった。す
なわち怒りの表情を作り出すことによって顔面から
の求心性情報が扁桃体にフィードバックすることを
示した。扁桃体は、知覚された刺激が生体にとって
安全なのか脅威をもたらすかを評価し、情動中枢と
して中心的な役割を担っている部位である21）。なお
この実験で興味深いことは、怒りの表情が作れない
ボツリヌストキシン注射群でも扁桃体が賦活された
ことである。著者らは、怒りの表情は作れなくても、
作ろうとする運動指令は出ており、その遠心性コ
ピーが扁桃体に入力しているためであろうと考えて
いる。すなわち、表情筋からのフィードバックと運
動指令の遠心性コピーの両方が情動を発生させるこ
とが、機能的MRIを用いた脳機能の研究からも示
唆されている。

表情フィードバック仮説を越えて 
──身体化認知学説──

表情フィードバック仮説について述べてきたが、
体の感覚そのものが、高度な認知に影響を与えると
いう研究が多数報告されている。人は理性を以ても
のごとを解釈し、的確に判断するという伝統的な考
え方が、必ずしも当てはまらないことが明らかにさ
れつつある。例を挙げると、堅い椅子に座っている
人は、柔らかい椅子に座っている人に比べて価格交
渉に妥協しない傾向にある1）（意志決定）。首を垂れ、
前かがみになる姿勢（意気消沈した姿勢）をとった
人は、胸を張り、怒り肩にして少し上方を見る姿勢
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（誇らしげな姿勢）をとった人に比べて、解決困難
な問題には手をつけない傾向にある27）（モチベー
ション）。重いクリップボード（約 2 kg）に挟まれ
た履歴書を持った人は、軽いクリップボード（約
340 g）を持った人に比べて、履歴書に記載された
人物をより優れていると評価するとともに、社会的
地位に非常に興味を示す傾向がある1）（他人の評
価 ; 重さ）。温かいコーヒーを手に持った人は冷た
いコーヒーを持った人と比べて、提示された人物を
温かい人柄であると評価する傾向にある32）（他人の
評価 ; 温度）。良い香りのする部屋に入った人は特
ににおいのない部屋に入った人に比べて、他人への
信頼度がより高く、慈善団体への寄付の依頼に対し
て寄付をしてもいいと答える傾向が高い22）（対社会
性）。近親相姦など背徳的な写真を見せたとき、苦
味のある飲み物を飲んだ人は水を飲んだ人に比べ
て、道徳的により不快であると評価する10）（道徳的
判断）、などである。
これらの研究は、認知科学における新たなパラダ
イムとして 1980年代に現れた比較的新しい分野で
あり、embodied cognition hypothesis（身体化認知学説）
と呼ばれている33）。「身体化認知」とは、身体の感覚・
動作・感情システムを利用して認知を行うというも
のである25）。上の例で、「温かい人柄」という感情
的表現は「物理的温度」を転用したメタファー（隠
喩）であり、温度という身体的感覚を使って人柄を
判断するということである。そのとき温度に関連す
る感覚（温かいあるいは冷たいコーヒーカップを持
つ）を経験すると判断に影響を及ぼす。しかし温度
と無関係なもの（例えば鉛筆かボールペンを持たせ
る）は、温かい人柄かどうかの判断には影響しな
い32）。従来の認知科学が脳を中心にすえ、高度な認
知には脳の複雑で階層的な情報処理過程が必要であ
るとしているのと、対照的な考え方である。身体化
認知学説は広い意味で表情フィードバック仮説も包
含しており、現在、認知科学や心理学における主要
な研究テーマの一つとなっている。

お わ り に

表情フィードバック仮説および身体化認知学説に
ついて概説した。本論では触れなかったが、体の姿
勢が感情に影響するという研究もあり、体性フィー
ドバック仮説26）と呼ばれている。これらの学説は、
身体の形（表情、姿勢）や動作は感情を起こすだけ

でなく、ものの見方や判断に影響すること、またそ
のとき固い/柔らかい、温かい/冷たい、胃が痛いな
ど身体が受けている感覚は、感情や判断を増幅した
り抑制したりすることを明らかにしてきた。事例を
見ると、何となく普段経験しているようなことだが、
どうしてだろうと考えると確かに不思議だという印
象を持たれる人が多いかもしれない。表情や姿勢は
状況に応じて常に変化する一方、長年の慣習によっ
てその人固有の表情や姿勢が定まっている。皺眉筋
へのボツリヌストキシン注射でうつが改善した研究
からもわかるように、習慣化した身体の形は、それ
と密接に関連した感情を常に内在していると思われ
る。ネガティブな表情をしている人は気持ちもネガ
ティブになっており、判断や行動もネガティブにな
りがちである。ポジティブな気分を保つことは社会
生活を送るに当たって大事なことだとわかっていて
も、そのような気分に変えるのはなかなか容易なこ
とではない。困難に直面しているときにはなおさら
そうである。一方ネガティブな気分であっても意識
的にポジティブな表情や姿勢に変えること、あるい
は部屋を明るい感じにしたりきれいにするなど身の
回りの環境を変えることは比較的容易にできる。こ
れによって感情や判断、行動パターンをポジティブ
な方向にコントロールすることができるというのが
これらの学説の示すところである。折に触れてそれ
らを意識し、実行するのは価値のあることと思われ
る。
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